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▼平成 21 年度地区研修会特集 

 テーマ「学生支援と図書館 Pt.2－図書館サービスの方向性－」 

 日時 平成 21 年 10 月 16 日（金） 11:00～17:00 

 場所 東京ガーデンパレス 3 階 平安 B 

概要 「高等教育のユニバーサル段階」だとか、「全入時代」だとか言われ、大学教育の

変容が問題にされるようになった現在、図書館も「情報リテラシー教育」で授業にコミッ

トするなどの変化を求められ始めています。また､図書館では､設置基準上の必置施設とさ

れつつも､短大図書館の「ワンパースンライブラリー」化に示されるように、資料費の減少

以上に深刻な、職員構成上の劣化状況が進行しているという実感があります。 

 今年度の研修会も、こうした変容を受け止めていく図書館活動をめざして、昨年度に続

き、「学生支援と図書館」を統一テーマとし、「図書館サービスの方向性」というサブテ

ーマで、今後の図書館サービスを俯瞰してみたいと思います。 

 永田治樹氏には、図書館が備えるべき「場」の考え方を、インフォーメーションコモン

ズ・ラーニングコモンズのアメリカ視察を手がかりに講演していただき、宇陀則彦氏には、

図書館のホームページ改良作業を通じて考えた学生目線の利用者サービスについて講演し

ていただきます。 

 図書館サービスの方向性を考えるヒントをいただいて、短大図書館の課題の一つとして

の「学生支援」というテーマを、ともに考える場にしていきたいと思います。 

 

 日程 

10:30~  受付 

11:00~11:10 開会挨拶・事務連絡等 

11:10~12:30 講演①：永田治樹（ながた・はるき）氏（筑波大学名誉教授） 

        図書館サービスの方向性を俯瞰する 

    －インフォーメーションコモンズ・ラーニングコモンズ－ 

12:30~13:45 昼食・休憩 

13:45~15:05 講演②：宇陀則彦（うだ・のりひこ）氏（筑波大学） 

   電子図書館サービスを構築する－ヴァーチャルコモンズに向けて－ 

15:05~15:20 休憩(質問票回収) 
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15:20~16:45 ★シンポジウム「図書館サービスの方向性」  

       ＊パネラー：永田治樹・宇陀則彦・高橋和子・毛利和弘の 4 氏 

15:20~15:40 話題提供①：高橋和子（たかはし・かずこ）氏（横浜女子短大図書館） 

         授業との連携による学習支援の試み 

15:40~15:45 休憩             

15:45~16:05 話題提供②：毛利和弘（もうり・かずひろ）氏（亜細亜大学） 

16:05~16:45  質疑応答 

16:45~16:50 事務連絡・閉会(予定) 

 

 

 

講演内容の概要 

講演① 

  インフォメーション・コモンズ、ラーニング・コモンズの活動を米国大学の事例を紹介。

学習の「場」としての図書館のあり方について述べた。 

講演② 

  筑波大学図書館における現ホームページ作成における利用者に支持される電子図書館サ

ービスとして新システムの問題点と改善点、また次世代 OPAC やクラウド・コンピュータ

などについて述べた。 

話題提供① 

  授業連携としての図書館ガイダンスについて報告。授業内での 2 回のガイダンスと、随

時「相談カード」を利用してのレポート作成支援を図書館で行っている事例報告。 

話題提供② 

  亜細亜大学における情報リテラシーについての事例報告。大学、短大における教員への

働きかけなど、活動実態を報告。 
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▼事務局だより 

◎平成 22 年度幹事校 

会則に基づき、現幹事に加え下記の館が担当いたします。 

平成 22-23 度幹事校 

青山学院女子短期大学図書館 

実践女子大学・実践女子短期大学図書館 

鶴見大学・鶴見女子短期大学図書館 

◎平成 22 年度関東甲信越地区総会開催 

日時：5 月 21 日（金）11:00～ 

場所：内田洋行(東京都中央区) 

◎研修会の内容が『短期大学図書館研究』第 29 号に論稿化されました。 

高橋和子氏(横浜女子短期大学図書館)「横浜女子短期大学図書館における学習支援の試み」 
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▼編集後記 

会報 48 号をお届けします。研修会及び会報作成に当たりご協力いただきました方々に心

からお礼申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。 

（清泉女学院大学・短期大学：田村、横浜女子短期大学：高橋） 


